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① 国際ロータリー第2770地区 ガバナー  三枝和男（みえだ かずお）様 
②     〃  第7グループガバナー補佐 大橋秀樹（おおはし ひでき）様 
③    〃     地区副幹事      田畑寛樹（たばた  ひろき ）様 
④    〃                鈴木真樹（すずき まさき）様 
⑤ 新入会員 三ツ林裕巳様 代理 秘書  清水貴博（しみず たかひろ）様  
⑥  オブザーバー（株）FEA              大熊 純 （おおくま あや）様 

 

 
 



会長挨拶 
山本太輔会長 
皆さま、こんにちは。 
本日は、第 2770地区三枝和男ガバナーをはじめ、地区役員の皆さまを幸手ロータリークラブにお迎えでき
ますことを、会員一同、心より歓迎申し上げます。会場全体も、いつもより少し緊張しているように見えま
すが、実は一番緊張しているのは会長である私でございます。さて、三枝ガバナー、本日はご多忙の中、幸
手までお越しいただき、誠にありがとうございます。公式訪問の日程が決まって以来、会員の皆さまから
は、「会場の準備は大丈夫か」「進行は大丈夫か」「会長の挨拶はちゃんとできるのか」など、温かい励ましの
言葉をたくさんいただきました。 
そんな中、「ガバナー公式訪問で一番インパクトのあることは何だろう」と考えておりました。 
そこで、直前会長の宮田さんと作戦会議を重ね、考えに考えた結果、「やはり会員増強ではないか」という結
論に至りました。素晴らしい仲間を迎えることで、クラブはさらに輝きを増します。では、誰↓会していた
だくのが一番よいのか――。 
そのとき宮田さんが真っ先におっしゃったのが、 「三ツ林先生しかいないでしょう」という一言でした。 
私は、「三ツ林先生は大変お忙しい方ですし、本当に幸手ロータリークラブに入っていただけるのでしょう
か」と申し上げましたが、宮田さんは、「大丈夫だよ、私に任せておきなさい」と力強く背中を押してくださ
いました。そして本日、このように三ツ林先生を新しい仲間としてお迎えできました。 
これまで幸手ロータリークラブは会員減少という課題を抱えてきました。しかし、新しい仲間が加わるとい
うことは、クラブ全体に元気と希望を与えてくれます。先日の例会で三ツ林先生のご入会が発表された際に
は、会員一同、大きな喜びに包まれました。宮田さん、そして会員増強委員会の皆さま、ご尽力いただき、
本当にありがとうございました。また、本日の準備に携わ↓くださったすべての会員の皆さまにも、この場
をお借りして感謝申し上げます。幸手ロータリークラブの素晴らしさは、誰か一人が頑張るのではなく、み
んなで支え合えるところにあります。 
さて、本年度、幸手ロータリークラブは創立 60周年という大きな節目を迎えます。60周年と聞くと、 

人間でいえば還暦です。赤いちゃんちゃんこを着る年齢ですが、幸手ロータリークラブは、まだまだ若々し
く、これからもワクワクする活動を続けてまいります。私自身、会長という役目をいただき、改めて感じる
ことがあります。それは、ロータリーの魅力は奉仕活動だけではなく、 人と人とのつながりにあるというこ
とです。例会で顔を合わせ、時には真剣に議論し、時には笑い合いながら一つの目標に向かって進んでい
く。 この仲間の存在こそが、ロータリー最大の財産ではないでしょうか。一方で、会員増強や次の継承な
ど、私たちを挑戦できるのだと思っております。私自身、会長という役目をいただき、改めて感じることが
あります。それはロータリーの魅力は奉仕活動だけではなく人と人とのつながりにあるということです。 
例会で顔を合わせ、時には真剣に議論し、時には笑い合いながら、一つの目標に向かって進んでいく。 この
仲間の存在こそが、ロータリー最大の財産ではないでしょうか。 
一方で、会員増強や次世代への継承など、私たちを取り巻く環境は大きく変化しています。しかし、課題が
あるからこそ、知恵を出し合い、新しいことに挑戦できるのだと思っております。 
本日の公式訪問は、三枝ガバナーから地区の方針やロータリーの未来について直接お話を伺える、大変貴重
な機会です。 
どうぞ会員の皆さまには、難しい話になったら居眠りをするのではなく、ぜひ最後まで耳を傾けていただけ
ればと思います。もちろん、私も一番前の席でしっかり勉強させていただきます。 
結びに、三枝ガバナーのご健勝とご活躍、第 2770 地区のさらなるご発展を祈念申し上げ、会長挨拶とさせ
ていただきます。 
本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
↓ 



ガバナー卓話 三枝和男 様 
皆様こんにちは、只今ご紹介を賜りました第２７７０地区ガバナーの三枝和男でございます。所属は大宮東ロ
ータリークラブです。 
さて、会長メッセージについては、2024-25 年度までは会長テーマを採用していましたが、ロータリーの公
式標語およびビジョン声明との混同を避けるため、会長テーマとロゴは廃止され、新たな伝統として、ロータ
リーのビジョン声明と行動計画に意識的に沿った年次会長メッセージが 2025-26年度より開始されています。
そして、会長メッセージが発表されるのが国際協議会の第１本会議です。 
 
国際協議会の本会議ではロータリーが地域に変化をもたらした世界中の事例を優れたストーリー性と卓越し
たスピーチによって紹介されました。聞いていた方の中には感情移入し、思わず涙ぐむ方もいました。 
分科会は実践的なラーニング形式になっていて、行動計画を中心として、現状の課題を例題として挙げ、それ
らに対する解決策についてそれぞれのガバナーエレクトが意見を述べ合い他者の発言からも多くのヒントや
アイデアを学びました。 
ここで、ＲＩ会長メッセージについて考えてみたいと思います。 
『CREATE LASTING IMPACT』、『持続可能なインパクトを生み出そう』ですが、この持続可能なインパクト
とはどういう事でしょうか？ 
それは、国際協議会で報告された奉仕事業の事例にもヒントがありました。 
南アフリカにおける、幼児教育プロジェクトは、地域と協働することで、長期的な成果を生み出しました。 
また、ナイジェリアでの総額 200 万ドルの保健プロジェクトでは、妊産婦と新生児の死亡率を、大幅に減ら
した大規模補助金プログラムが、世代を超えて、命を守り続けるインパクトが強調されました。 
どの事業も素晴らしい成果を挙げると共に、その後も良い影響が持続する事業すなわち、これこそが持続可能
なインパクトという事だと思います。 
 そこで今年度地区の運営方針として次の２つに焦点を絞りました。 
一つ目は『会員増強とクラブ体験の向上』、そしてもう一つが『地域に変化をもたらす奉仕活動』です。 
会員増強維持とクラブ体験の向上は別々と思われるかもしれませんが、私はセットだと考えています。皆さん
がロータリーに入会したのは何故でしょうか、なぜクラブを辞めないのでしょうか？それは、ロータリーが楽
しいからではないでしょうか。楽しいの定義は人それぞれと思いますが、自分の居場所が有って、役割が有る、
「参加して良かったと思えるクラブ体験」をつくることが会員増強につながります。 
具体的な地区の数値目標は 2,400名です。日本の現在のロータリアン 83,297名を 34の地区で割ると 2,450
名となります。是非とも楽しい例会、楽しいクラブづくりを目指し、クラブ体験の感動を内外に発信し、ロー
タリーの価値観を共有できる仲間を増やしましょう。 
地域に変化をもたらす奉仕活動では、事業の計画をたてる際、それが継続事業であれ、新規事業であれ、事業
の目的と、目指す成果を明確にして計画することが重要になって来ると思います。その事業に関わる皆さんが、
感動という成果の、最終受益者になれるような活動をして頂きたいと思います。そして地域の団体などのパー
トナーを見つけ、互いに協働する事で、より地域に変化をもたらす奉仕活動が出来ます。 
 私たちにはいま、計画を実行に移す行動力が求められています。役割を認識し、熱意を示し、行動を起こす
事によって初めて結果に繋がると思います。私も MISSION・PASSION・ACTIONをキーワードに皆さんと共
に一年間行動して参ります。 
 本日は山本会長、関幹事をはじめ、会員の皆様の細やかなご配慮により、貴クラブの素晴らしい風土、そし
て伝統と格式を学ばせていただきました。改めてロータリーの価値感を再認識する貴重な機会となりました。
今後とも引き続き、皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ、私の卓話とさせていただきます。 
 



幹事報告 関 裕 幹事 

  
 

ニコニコＢＯＸ 
 
本日宜しくお願い致します。三枝ガバナー・大橋ガバナー補佐 
三枝ガバナー、大橋ガバナー補佐、田畑地区副幹事、鈴木地区副幹事宜しくお願い致します。 
三ツ林さん入会おめでとうございます。 

山本会長・関幹事・柳沼会員・芦葉会員・小川会員・近藤会員・三牧会員 
深作会員・益山会員・小松原会員 

 
ニコニコ BOX・財団 BOX            本日の出席者数 

 
            

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議    題 内   容 

地区ポリオ撲滅チャリティゴルフ
大会開催について 

10月 5日（月）プレステージカントリークラブ           
柳沼、宮田、深作、近藤が出席 (敬称略)     

幸手中央 RC合同例会について 8月 25日（火）出席者確認 

桃園 RC公式訪問について 11月 5日～7日訪問予定 参加者確認 

ポリオフォトコンテストについて ポリオイベント期間に実施するフォトコンテス。締切 11月 2日 

奥様親睦会について 8月 5日開催 スオーロ エ ラディーチェ 登録料 11,000円 

新入会員歓迎会について 8月 7日 飛車角 

例会プログラムについて 7月 22日（水）ガバナー公式訪問 

7月ロータリーレート 1ドル 162円 

 合  計 累  計 

ニコニコＢＯＸ 35,000 1,053,000 

ビジターフィー 0 4,000 

会員数 出席者数 

16 名 出席者 14 名  



 



第 7Gガバナー補佐挨拶 大橋秀樹 様 
今年度ガバナー補佐を拝命した幸手中央 RCの大橋秀樹
と申します。ロータリー歴はチャーターで29年目になり
ますが地区出向は初めてです。最初の結婚を機に幸手市
で動物病院を開業し、三牧君のお父さんにお世話になり
幸手劇場隣の貸店舗でスタートし、10年目に東さくら通
りに移転してから28年になります。10年前の病院増設時
には三牧君にお世話になりました。私のルーツは浅井長
政で、お市の方との嫡男万福丸が先祖になります。私の
曽々祖父の大橋六兵衛は江戸時代後期に今の四日市で資

材を投げうち新田を開拓した人と市史に残っています。三重県桑名郡木曽崎に大橋家が建立した常
在院というお寺があり祖父の故郷です。三重から松坂、四日市辺りの大橋さんはだいたい親戚で
す。 
不慣れなことばかりですが一年間よろしくお願いします。 

 

 

 

 


